
・Tiled Display Wall ・超高解像度デジタルサイネージ
・データの可視化・見える化 センシングデータ ・地理情報システム 衛星画像／GPS
・Web／Internet マッシュアップ ・ソーシャルネットワーク Twitter／Facebook 等…
・並列・分散データ処理 MapReduce／Hadoop 等…

■ 技術相談に応じられる関連分野

■ その他の研究紹介

Keyword : Tiled Display Wall、高解像度画面、可視化・見える化、地理情報システム(GIS)
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大規模データの超高解像度可視化基盤技術

・Web技術を利用した効果的な災害前後の衛星画像検索・閲覧基盤の開発
・地球科学への応用に向けたWikipedia上の時空間データ抽出と可視化の研究
・フォトモザイク高速生成のための並列分散画像検索
・Microsoft Kinectを利用したジェスチャ入力システム
・撮影状況メタデータ(Exif)を用いた写真の検索とクラスタリング
・TwitterやFacebookのデータマイニング

本システムは、複数のモニタを並べて仮想的な高解像度表示領域を得る手法において、Web技術と安価な

ハードウェアのみを用いることにより、システムの構築・運用に係るコストの徹底的な低減を目指す。既存のシス
テムでは特定用途に特化したハイパフォーマンスコンピューティングの課題としての研究が多い。このようなシス
テムは、高価な機器で構成され、特殊なディスプレイドライバの導入や、仮想画面の詳細な設定が必要となり、
導入・運用は容易ではない。一方で、我々の周りにはGoogle Maps等の衛星写真や1000万画素(Full HDの約5
倍)のデジタルカメラ等、超高解像度データが沢山存在する。そこで本研究では一義的に高性能化を目指すので
はなく、Webコンテンツの表示に特化する事により、いわゆる「5万円PC」や任天堂Wii等の安価な民生品のみを
用いて、低構築コスト・低運用コストを特徴とする、超高解像度Webコンテンツブラウザを実現した。

・特筆すべき研究ポイント：
・安い： ローエンドの民生品のみを用いている
・速い： 構築の際の複雑なインストールや設定が殆ど無い
・多い： アプリ開発に必要な知識は(開発者人口が多い)Web技術のみ
・新規研究要素： （世界初あるいは日本初など）
従来、一つのコンピュータの一つの画面でみる事が前提とされていた、Webコンテンツを、複数のコンピュータ、

複数の画面を使い、超高解像度表示するという点が本研究の新規的な要素である。
・従来技術との差別化要素・優位性：
従来、Tiled Display Wallは衛星画像等の超高解像度データの可視化等、科学的な特殊用途に使われることが

多く、高度な科学技術計算を伴った、大規模なシステムとして構成される事が多かった。ところが、インターネッ
トの普及により、一般的なコンピュータの利用者でも、大規模なデータに接している現代においては、より安価な
Tiled Display Wallの構築が急務である。本研究ではWeb技術を駆使し、コストを重視した、Tiled Display Wallの
構築技術を目指している。
・特許等出願状況：
特許第4997602号「多画面表示システム」

拡大写真と見比べ
ると、この画面が
「ただの大写し」で
はなく非常に高精
細に描画されてい
る事がわかる。

これらの写真は実際に我々がプロトタイ
プ構築したTiled Display Wallである。背面
には5万円PCであるAcer Aspire Revo、
ユーザインターフェイスには家庭用ゲー
ム機である任天堂Wiiを使っている。また
デモとして、フォトモザイク(右)作成表示ア
プリケーション、超高解像度Google Maps
表示アプリケーションを作成した。
(見学希望の方はご連絡ください。)
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・コンピュータアルゴリズム ・ビッグデータ利活用
・組合せ最適化問題 ・モバイルネットワーク
・計算機シミュレーション ・分散処理
・高度交通システム（ITS）
・コンピュータネットワーク

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 高度交通システム(ITS)、自動二輪車、センサネットワーク、運動センシング、行動推定

■ その他の研究紹介
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Bikeinformatics: 
二輪車によるセンシング基盤とビッグデータの構築

・日本および東南アジア諸国における二輪車の移動特性に関する研究
・GPS/GNSSにおける近隣の受信端末との協調による測位精度の向上に関する研究
・車車間通信ネットワークにおける予定経路情報を用いたDTN（遅延耐性ネットワーク）メッセージルー
ティングプロトコルの開発

・環境発電センサネットワークにおける冗長性を持たせたデータ収集プロトコルの開発
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・特筆すべき研究ポイント：
二輪車の世界販売の約80%はアジア地域である。本研究によって収集する二輪車ビッグデータを用いた低コス
トな道路環境調査の成果等はASEAN諸国へ展開し、最終的には全世界の二輪車関連データを我が国の技術が
主導して収集・管理することを目指す。そのため、本提案手法では，専用センシングデバイスのコストを低く抑え
てデータ量でカバーすることや、提案システムを追加コストなしで部分的に利用できるようにするため、ASEAN諸
国でも普及が始まっているスマートフォンアプリとしても実装することを計画している。

・新規研究要素： （世界初あるいは日本初など）
世界的に二輪車の研究は，機械工学分野、自動車工学分野について行われているものの、情報通信技術を活
用した研究はほとんどなされていない。そこで、情報科学技術の応用先として二輪車交通に着目している。

・従来技術との差別化要素・優位性：
従来の高度交通システム（ITS）の研究開発は自動車を対象にしたものが中心であり、特に交通安全支援では二
輪車を対象にしたものはほとんどない。

本研究課題では、二輪車に搭載する
運動センシング専用デバイスやその部
分機能を実装したスマートフォンアプリ
の開発、それらから得られるデータを
世界中から収集するネットワーク基盤
の構築、および、集めたデータに対し
て地図データや気象データなどのオー
プンデータを統合して統計解析処理を
施すことで多用途に利活用可能な二
輪車の車体運動ビッグデータの創出を
行うことを目標としている。実証実験と
して、創出した二輪車運動データベー
スを用いて、管理道路総延長が基礎
自治体中1位である浜松市道路局・道

路総務課の協力の下での道路路面調
査への利活用、および、我が国の二
輪車関連技術者の協力の下での安全
で効率的な二輪車の車体運動モデル
の導出および二輪車の新しい安全基
準の策定を計画している。
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